
小規模施設部門109 自然循環型ZEB＆CLTオフィスビル受付番号 応募部門 作品名

Ａ南東外観

①エントランス ②吹抜け

CLT使用箇所

平面図 S : 1 / 3 0 0

【1階】 【2階】

設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―

Ａ　　建築周辺に雑木の庭を計画し、周辺環境や公共性にも配慮し、地域に馴染む建築を心掛けた
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①　　格子のある前庭の先に漆喰で囲われた風除室があり雑木の庭から自然と一体となった木の建築の中へ入る
②　　屋内は漆喰と構造現しの木に囲われ、吹抜けでは、緑の溢れる前庭と、青空といった上下の窓を一望することができ、木の中に入ったような自然を体感する

CLT使用箇所

平面図 S : 1 / 3 0 0

【1階】 【2階】

設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
Ｂ　　各居室のすべての窓から、植栽が見れる計画とし、北側の民家に配慮した屋根形状とした
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③　　工事部では、すっきりとした木に囲われる空間で、それぞれが協力して、業務に集中できる
④　　多目的室では食事をしたり講演会や地域コミュニティへの場の提供などを予定しスクリーンや音響設備を備え、トイレも木質化している
⑤　　階段を登るにつれて、空と緑から、街と空と緑という景色の変化を楽しむことができる。抽象的な空間の間隔からもう一度社会を感じ、仕事への意欲を促す。

③工事部

B北東外観

4

③工事部

④多目的室

トイレスペース 2階吹抜け

CLT使用箇所

平面図 S : 1 / 3 0 0

【1階】 【2階】

設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
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⑥　　デッキスペースは社員の休憩あるいは来客との憩いの場として杉に囲われた低く深い軒の空間
⑦　　応接室では、簡素にして品格のある空間に、デッキスペース越しに高木と、向こうの街の風景が眺められる
⑧　　会議室においても、木と漆喰とコーナーの窓という上質な空間の中で有意義な会議を促す
⑨　　営業部、総務部のオフィスは社長室と繋がり造作の本棚により居心地が良く作業効率があがる

⑥デッキスペース

⑨営業部オフィス ⑩社長室 ⑪会長室

⑦応接室 ⑧会議室 ⑨営業部・総務部

CLT使用箇所

平面図 S : 1 / 3 0 0

【1階】 【2階】

設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
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         夕景において樹木や建物がライトアップされまちに美しい景色を提供する

⑩⑪　社長室と会長室は、この建築のコンセプトを体感できる最終章の空間として、CLTの壁、天井、さらにその上の屋根組部分を勾配天井とし、
　　　天窓を設け、そよ風のダクトを通し、太陽という自然のエネルギーを光と風で体感し、窓からは高木と姫路の山の稜線が見える

⑩社長室

⑪

A

⑪会長室

外観夕景

自然と働くオフィス

本プロジェクトは、ZEB（Ne t  Ze ro  Ene rg y  Bu i l d i ng）の性能と、木造ならではの意

匠的魅力を兼ね備えた、自然循環型のCLT（Cro s s  L am ina ted  T imbe r）オフィスビル

です。地域の森林から伐り出し製材された木材を使用し、建築全体を通して木の温も

りと香りに包まれた空間を創出するとともに、太陽光発電、太陽熱利用、雨水利用、自

然換気などの自然エネルギーを最大限に活用。高断熱・高気密による温熱環境の最適

化とあわせて、LCCO ₂削減の視点に基づいた設計・施工を行いました。

地域に根ざした木造・CLT中大規模建築の普及を見据えた先導的事例として、建築後

もそのエネルギー性能や環境負荷低減効果の「見える化」を行い、地域社会ととも

に、次代の環境建築のあり方を実証・共有していきます。

地 域 の 山 から 製 材した 木 で 建 築し
木 の 心 地 よさを 感じな がら
太 陽 や 雨 の恵 みを 活 用 する Z E B & C L T 建 築

~自然循環型CLT＆Z EBオフィスビル～

自然循環型

オフィスビル
ZE B &ＣＬＴ

耐震  ZEB  断熱気密  遮音

周辺環境  意匠設計  木質化

BIＭ活用　施工合理化

太陽光　太陽熱  雨水利用  自然換気

見学  展示C LT・Z E B建築普及

性 能

意 匠

コ ス ト

自 然 エ ネ ル ギ ー

林野庁補助事業 「令和 5 年度補正 CLT 建築実証支援事業」 採択CLT建築工事について  

環境省補助事業 「令和６年度 LCCO2 削減型の先導的な新築 ZEB 支援事業」 採択設備工事について

【建築概要】  1 階床面積：299.77 ㎡ / 2 階床面積：292.08 ㎡ / 延床面積：591.85 ㎡ / 建築面積：315.06 ㎡　※最高高さ：10.737ｍ
【使用するCLTの概要】   床パネル・壁パネル / 樹種：スギ・ヒノキ / 使用材積：約 116.8 ㎥ / 供給体制：兵庫県産材を調達し、銘建工業にて製造加工

CLT　床パネル・壁パネル／樹種：兵庫県産杉・檜　使用材積：139. 50㎥

柱・梁・羽柄材　兵庫県産杉・檜　10 . 32㎥

内外装木材使用量　兵庫県産杉　13 . 0 0㎥　兵庫県産檜　3.73㎥

JEH2025 応募用プレゼンシート④

配置平面図　S= 1 / 2 0 0

２階

JEH2025 応募用プレゼンシート⑤

断面詳細図　S= 1 / 8 0

JEH2025 応募用プレゼンシート⑥

次世代ソーラーシステム「そよ風」

地域の山から製材した木で建築士し
木の心地よさを感じながら LCCO2 の削減を実施し

太陽の恵みを活用しゼロエネルギーで自立した ZEB&CLT オフィスビル

完全「Z E B」取得

自然循環型 ZEB&CLT オフィスビル　～性能と意匠を両立した CLT 建築～

会議室Ｂ

関本コーポレーション
ラウンジ

廊下

廊下

多目的室・食堂

会長室

太陽光発電 天窓

高効率給湯器

【太陽熱利用】

暖風

全熱交換器高効率空調

アルミ樹脂複合サッシ
LOW-Eトリプルガラス

LED照明

ゾーニング制御
風除室・ラウンジ・廊下

ゾーニング制御
廊下・ホール・吹き抜け

次世代ソーラーシステム「そよ風」
【太陽熱利用】

暖風

ZEBの概念図
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平面図 S : 1 / 3 0 0
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設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―

Ａ　　建築周辺に雑木の庭を計画し、周辺環境や公共性にも配慮し、地域に馴染む建築を心掛けた
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①　　格子のある前庭の先に漆喰で囲われた風除室があり雑木の庭から自然と一体となった木の建築の中へ入る
②　　屋内は漆喰と構造現しの木に囲われ、吹抜けでは、緑の溢れる前庭と、青空といった上下の窓を一望することができ、木の中に入ったような自然を体感する
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設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
Ｂ　　各居室のすべての窓から、植栽が見れる計画とし、北側の民家に配慮した屋根形状とした
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③　　工事部では、すっきりとした木に囲われる空間で、それぞれが協力して、業務に集中できる
④　　多目的室では食事をしたり講演会や地域コミュニティへの場の提供などを予定しスクリーンや音響設備を備え、トイレも木質化している
⑤　　階段を登るにつれて、空と緑から、街と空と緑という景色の変化を楽しむことができる。抽象的な空間の間隔からもう一度社会を感じ、仕事への意欲を促す。

③工事部

B北東外観
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③工事部

④多目的室

トイレスペース 2階吹抜け

CLT使用箇所
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設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
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⑥　　デッキスペースは社員の休憩あるいは来客との憩いの場として杉に囲われた低く深い軒の空間
⑦　　応接室では、簡素にして品格のある空間に、デッキスペース越しに高木と、向こうの街の風景が眺められる
⑧　　会議室においても、木と漆喰とコーナーの窓という上質な空間の中で有意義な会議を促す
⑨　　営業部、総務部のオフィスは社長室と繋がり造作の本棚により居心地が良く作業効率があがる

⑥デッキスペース

⑨営業部オフィス ⑩社長室 ⑪会長室

⑦応接室 ⑧会議室 ⑨営業部・総務部

CLT使用箇所

平面図 S : 1 / 3 0 0
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設計について考えたこと　―建築の空間体験で人の心理に寄り添う―
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         夕景において樹木や建物がライトアップされまちに美しい景色を提供する

⑩⑪　社長室と会長室は、この建築のコンセプトを体感できる最終章の空間として、CLTの壁、天井、さらにその上の屋根組部分を勾配天井とし、
　　　天窓を設け、そよ風のダクトを通し、太陽という自然のエネルギーを光と風で体感し、窓からは高木と姫路の山の稜線が見える

⑩社長室

⑪

A

⑪会長室

外観夕景

自然と働くオフィス

本プロジェクトは、ZEB（Ne t  Ze ro  Ene rg y  Bu i l d i ng）の性能と、木造ならではの意

匠的魅力を兼ね備えた、自然循環型のCLT（Cro s s  L am ina ted  T imbe r）オフィスビル

です。地域の森林から伐り出し製材された木材を使用し、建築全体を通して木の温も

りと香りに包まれた空間を創出するとともに、太陽光発電、太陽熱利用、雨水利用、自

然換気などの自然エネルギーを最大限に活用。高断熱・高気密による温熱環境の最適

化とあわせて、LCCO ₂削減の視点に基づいた設計・施工を行いました。

地域に根ざした木造・CLT中大規模建築の普及を見据えた先導的事例として、建築後

もそのエネルギー性能や環境負荷低減効果の「見える化」を行い、地域社会ととも

に、次代の環境建築のあり方を実証・共有していきます。

地 域 の 山 から 製 材した 木 で 建 築し
木 の 心 地 よさを 感じな がら
太 陽 や 雨 の恵 みを 活 用 する Z E B & C L T 建 築

~自然循環型CLT＆Z EBオフィスビル～

自然循環型

オフィスビル
ZE B &ＣＬＴ

耐震  ZEB  断熱気密  遮音

周辺環境  意匠設計  木質化

BIＭ活用　施工合理化

太陽光　太陽熱  雨水利用  自然換気

見学  展示C LT・Z E B建築普及

性 能

意 匠

コ ス ト

自 然 エ ネ ル ギ ー

林野庁補助事業 「令和 5 年度補正 CLT 建築実証支援事業」 採択CLT建築工事について  

環境省補助事業 「令和６年度 LCCO2 削減型の先導的な新築 ZEB 支援事業」 採択設備工事について

【建築概要】  1 階床面積：299.77 ㎡ / 2 階床面積：292.08 ㎡ / 延床面積：591.85 ㎡ / 建築面積：315.06 ㎡　※最高高さ：10.737ｍ
【使用するCLTの概要】   床パネル・壁パネル / 樹種：スギ・ヒノキ / 使用材積：約 116.8 ㎥ / 供給体制：兵庫県産材を調達し、銘建工業にて製造加工

CLT　床パネル・壁パネル／樹種：兵庫県産杉・檜　使用材積：139. 50㎥

柱・梁・羽柄材　兵庫県産杉・檜　10 . 32㎥

内外装木材使用量　兵庫県産杉　13 . 0 0㎥　兵庫県産檜　3.73㎥
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LED照明
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